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梅花流詠讃歌とは御仏の教えを曲調をつけてお唱えする賛歌です。

梅花講では詠讃歌から正しい信仰を学び、一緒に仲間と唱え合うことでお互いの生活が明るくなります。
仲間全員が笑顔あふれる素敵な学び舎で一緒に詠讃歌を学びませんか。

大本山總持寺では毎月３回のお稽古日を設けています。見学も是非ご参加ください。

郡 合･４ ｼﾞ// 月のお稽古日　17 日、　　　日、　　　 日　　　　　　　　　　　　 二

…………………… お問い合わせ　大本山總持寺布教教化部045-58H;086
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